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関西国際空港の建設が具体的日程にのぼる過程で、当該地域に分布す

る文化財の保護と調査をめぐる問題が大きく浮かび上がってきた。そこ

でいろいろな方法が検討されたが、本府教育委員会の機能を補完し、事

業を執行する機関として財団法人大阪府埋蔵文化財協会を設立し、空港

関連事業にかかる埋蔵文化財の発掘調査をおこなうものとした。

ここに報告する向井池遺跡をはじめ近畿自動車道和歌山線建設に伴う

試掘調査はその嘆矢となる。本遺跡は分布調査の結果に基づいて試掘調

査を実施したものであるが、顕著な遺構・遺物は検出されなかった。し

たがって道路予定地内における今後の発掘調査は必要ないと判断したも

のである。

今後空港関連事業の進展につれ、この方面の埋蔵文化財の状況が一層

明らかになり、その保護についても対応が必要になると思われる。財団

法人大阪府埋蔵文化財協会ともども全力を尽くしていく所存である。大

方のご支援、ご鞭撻をお願いするものである。

昭和60年 7 月 31日

大阪府教育委員会事務局文化財保護課長

吉 房 康 幸
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本協会は、 昭和60年4月1日大阪府の全額出損によって法人として設

立されたもので、 事業目的の1つとして、 関西国際新空港建設に伴う各

種公共事業に先立つ埋蔵文化財発掘調査事業を大阪府教育委員会の指導

のもとに実施することになっております。

今回、 試掘調査を実施いたしました向井池遺跡は、 協会発足後、 最初

に手掛けた調査のひとつであります。

向井池遺跡は、 泉州方面の山側を通過する近畿自動車道和歌山線の道

路建設予定地に所在し、 いままでには調査は、 ほとんどおこなわれずに

現在に至っているため、 日本道路公団大阪建設局との協議により、 遺跡

の性格等を確認するために、 まず試掘調査を実施したうえその後の調査

を検討することとなり、 調査を実施したものであり、 その結果、 遺構・

遺物を検出することが出来ず、 道路予定地内では、 今後の調査は必要な

いとの結論を得たものであります。

本調査を実施するにあたり、 日本道路公団大阪建設局、 岸和田工事々

務所、 泉佐野市教育委員会、 その他地元関係者に多大のご協力、 ご支援

をいただいたことに深く謝意を表します。 今後も本協会の調査事業にご

支援、 ご指導を願います。

昭和60年7月31日

財団法人 大阪府埋蔵文化財協会

理事長 且し 田 幸 雄
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